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「白ぃキリンを追って」
thc Vユヽ せc ttirぶ碍O

図書館員がおすすめするこの 1冊

ローレン・セントジョン 著

さくま ゆみこ 訳

あすなる書房 (Y933セ)

本書は、暑い日が続きどこかに行きたいと

思つている方におすすめしたい 1冊 です。

暑いアフリカを舞合にした物語ですが、

良い意味で暑くて、熱い時間を過ごせると思います。

ほんの少し日本から飛び出してアフリカヘ。

串韓串*キ )韓 む暮* )串 寄本* )春 魯 B l g *

イギ リスで率 らす 1 1歳 の少女 に走 ころ

不思議な出来事。

突然の高親のえ , T B母 の存な発党

アフリカ,烏 獣保護区,
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N e x t  C o n t e n t s

8月 の読書会
日唄年子々のひととき

本の話とにながけ、

再7きな千ィータイムとすごtませんか。

申にごい1志じ11'ません。

格差社会の

犠牲者たちを教ぇ

西fF本かオ (え丈み)

8月 17日 (日)14:oo～

ふ― この耳lRA小 響`Ⅲl大

きの金貸し稼業tオⅢ言葉女
・ふる。

執うラスうw亀(工ろに1の日のえチと'ら金竜費Ц

夕方のカラスうw島(ころ̀引オ宮E神▼てしヽ う。

1約 V占狩毛

あら駄ごうつくはりの金官嗅六今よあさんのところti

詢 マリ込んて'きr【fょっ【ヮケあり目のみラ実古。

金貸じ稼業tチイネ報嘉ri☆古神、

rtiご合t取り立7ろr掠 々く、

結主の信全蜘 に 輸ヽ京りせ話t媒 「ヽiりして、

納 信頼t舜 マヽヽ くヽ。

fゎ【,実古̀ JIキ逆書の目。)マふった。・・・・・。

お快人情8斬もヽL

とはいっても、どんな内容なのか分からないと   そ して何よりも少女マーティーン自身の

翼
‐
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あて玄営ヽ(からす翔
r宮

売宅:会 とは )・ など同じ本と言えしど、イの本のことをふれこれAい パリ司る 年後のA茶 会チたいなしのぜ■。

毎 月紹介 tそいる本はカウンター|ミふりま■のだ ま ずはどうど読 しだチ 7ください。

本 と1音)たカギっ7参 力o〔みしヽとしヽ|ィなぃわ|ィぜしなぃだ■かけ 気 窪にどうど。

しt本 が気に入った→ 読尋会 しちsぅとのイいそし'えるとに t tだ■。

手を出しづらいかもしれませんので、

簡単に紹介します。

知 られざる運命。

韓脅21g**)韓 韓暮*)春 魯本*芋 春舎本*

いろんなことを知らされないままマーティーンは、イギリスから祖母のいるアフリカヘと移つてきま

す。なぜ祖母の存在を聞かされていなかつたのか。なぜ祖母はこのような態度をマーティーンにとるの

か。マーティーンと一緒に疑問を持ち、今後の展開がどうなるのか、ドキ ドキします。きっと本を手に

取リページをめくる、その時から読者はマーティーンになってしまうのかもしれません。

白いキリンが存在するのかどうかは分かりませんが、

白い色の動物はときどき話題に上って知っている種類もあります。

その白いキリンの伝説が大きく関わりながら物語は進んでいきます。

何よりもアフリカの神秘的なものに動かされているようにも感 じられ、

鳥獣保護区での動物たちや,ア フリカの大地からのエネルギーが少しずつ

吹き込まれてくるように、マーティーンはその才能を目覚めさせます。

後半は、思いもしない結末まであつという問。

すべてが解き明かされる時にはこれまでの気持ちがすつきりとして

いい気分になり、おもしろかつた !! と いう読後感です。

物語のおもしろさだけでなく、

何かを託されたように心にお、わりと残る一冊です。

どこか遠くへ……と思ったら

こんな 1冊に出会ってみるのもいいかもしれません。
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